
2022 年度公共政策大学院の授業実施形態について【2022 年 5 月 23 日変更】 

 
 東京大学の活動制限指針に応じて変更になる可能性があります。変更が生じた場合は「授業科目 2022

年度版」と在校生掲示板にて周知します。 
 下記の方針は公共政策大学院で開講する科目（時間割コードが 51 で始まる）に関するものです。他

学部、他研究科の科目は方針が異なる場合があるので注意してください。 
 

公共政策大学院授業実施方針（2022 年 3 月 18 日付） 

 対面授業をオンラインでも同時配信する形態を中心とする。 
 オンラインのみで授業を行う科目もある。 
 履修者の状況等を踏まえて各科目の判断により対面のみでの実施に移行する可能性もある。なお、

対面のみでの実施への移行は履修登録修正期間後に行われる。 
 教室は通常時の収容定員で使用する。 

 
◎各授業の授業実施形態の確認方法 

UTAS ログイン後の「シラバス」で詳細情報の一番下にある「授業実施形態」を参照してください。 
 
PC で参照する場合 

 

 
 

 
 

【重要】シラバスの「授業実施形態」には５パターン存在します。 
パターン 受講に関する留意点 

対面型（対面のみで実施） 
対面又はオンラインで受講可能。履修

登録修正期間終了後、対面のみの実施

に移行する可能性あり。 

対面・オンライン併用型 A（総時間数の半数以上を対面で実施） 

対面・オンライン併用型 B（総時間数の半数未満を対面で実施） 

オンライン型（オンラインのみで実施） オンラインのみで実施 

オンデマンド型（すべての授業回数をオンデマンドで実施） オンデマンドで実施 

一番下 

https://www.u-tokyo.ac.jp/covid-19/ja/index.html


◎やむを得ない理由により教室での受講ができない場合 
やむを得ない理由により教室での受講ができない場合には、その旨を授業担当教員に申し出てください。
なお、学期を通じてオンラインのみで実施する授業については申し出不要です。 
 
◎新型コロナウイルス感染拡大防止のために 
新型コロナウイルス感染拡大防止のために以下の指針に沿った行動をお願いします  
  

■必ず以下の指針を確認してください。  
https://www.u-tokyo.ac.jp/content/400143098.pdf  
  
■以下のいずれかに該当する場合は上記の指針に従ってください。  
また、授業担当教員にその旨申し出た上で対面授業には出席しないでください。  
- 新型コロナウイルス感染症に罹患したとき  
- 濃厚接触者、濃厚接触の疑いになったとき  
- 体調が悪いとき  
- 連絡先：ppin.j””gs.mail.u-tokyo.ac.jp （””を@に置き換えてください）  

  
■（HP）新型コロナウイルス感染症に関連する対応について － 対応方針  
https://www.u-tokyo.ac.jp/covid-19/ja/policies/index.html#id01  

 
◎教室での受講に関する注意事項 
- 必ずマスクを着用してください。 
- 教室内の換気を徹底するとともに、消毒用アルコール等を利用して手指や机を消毒してください。 
- 休み時間中も感染予防に努めてください。 

 
◎キャンパス内でオンライン授業を受講可能な教室 

 
国際学術総合研究棟では以下の教室を利用可能です。 
【2022 年 5 月 23 日変更】6 月 1 日以降、演習室 F は対象外となります。 

教室名 席数 利用可能な日時 

4 階 講義室Ｂ 57 常時利用可 

12 階 

演習室Ａ 36 

対面授業が行われない時間帯のみ利用可。 
時間割表で空き状況をよく確認して利用すること。 

演習室Ｂ 24 

演習室Ｃ 24 

演習室Ｄ 24 

演習室Ｅ 36 

演習室Ｆ 12 

 
（教室利用時の注意事項） 



- 12 階演習室を利用する際には、各教室で授業が行われる時間帯をよく確認し、授業の進行を妨げ
ることのないように注意してください。 

- 必ずマスクを着用してください。 
- 教室内の換気を徹底するとともに、消毒用アルコール等を利用して手指や机を消毒してください。 
- 対面授業教室の変更や会議その他行事等のため、教室からの移動をお願いする場合があります。 

 
 
  


